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お知らせ

14

県
住
宅
供
給
公
社
の
分
譲

（
安
原
第
二
・
城
東
第
五
）

　

宅
地
29
区
画
を
分
譲
し
て
い
ま

す
。

▽
区
画
数　

安
原
第
二
＝
28
区
画

／
城
東
第
五
＝
１
区
画

▽
募
集
期
間　

安
原
第
二
の
一
部

（
４
区
画
分
）
に
つ
い
て
は
４
月

23
日
〜
27
日
。
そ
の
他
の
区
画
は

随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

※
同
じ
区
画
に
複
数
の
申
し
込
み

が
あ
っ
た
場
合
は
抽
選
。
抽
選
日

以
降
に
空
き
区
画
が
あ
る
場
合
は

申
し
込
み
順
に
決
定
。

▽
現
地
相
談
会　

４
月
22
日
・
28

日
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
…

安
原
第
二
住
宅
団
地
現
地
テ
ン
ト

（
泉
野
５
丁
目
）

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
住
宅
供
給

公
社
住
宅
企
画
課
（
☎
青
森
017
・

723
・
１
６
２
７
）
／
建
築
住
宅
課

住
宅
係
（
市
役
所
３
階
、
☎
内
線

４
１
５
）

弘
前
地
域
技
術
研
究
所

一
般
公
開　
　
　
　
　

　

県
工
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
弘

前
地
域
技
術
研
究
所
で
は
、
４
月

の
科
学
技
術
週
間
に
ち
な
み
、
研

究
や
地
場
産
業
へ
の
関
心
を
高
め

て
も
ら
う
た
め
に
所
内
を
一
般
公

開
し
ま
す
。

　

日
ご
ろ
見
る
こ
と
が
で
き
な
い

研
究
開
発
の
現
場
を
体
験
で
き
ま

す
の
で
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▽
と　

き　

４
月
20
日
・
21
日

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

▽
と
こ
ろ　

県
工
業
総
合
研
究
セ

ン
タ
ー
弘
前
地
域
技
術
研
究
所

（
袋
町
）

▽
内　

容　

原
料
が
青
森
県
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
日
本
酒
「
華
想
い
」
と

試
作
ワ
イ
ン
の
試
飲
、
木
製
お
も

ち
ゃ
の
体
験
、
木
製
家
具
や
津
軽

塗
の
展
示
、
楽
焼
き
体
験
な
ど

▽
問
い
合
わ
せ
先　

県
工
業
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
弘
前
地
域
技
術
研

究
所
（
☎
32
・
１
４
６
６
）

第
８
回
特
別
弔
慰
金
の
請
求

▽
対
象
者　

戦
没
者
等
の
死
亡
当

時
の
遺
族
で
、
平
成
17
年
４
月
１

日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺

族
年
金
等
を
受
け
取
る
人
が
い
な

い
場
合
に
、
法
に
定
め
る
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
遺
族
１
人

▽
請
求
期
限　

平
成
20
年
３
月
31

日
ま
で

▽
問
い
合
わ
せ
・
請
求
先　

児
童

家
庭
課
家
庭
支
援
係
（
市
役
所
１

階
、
☎
内
線
３
３
５
）
／
岩
木
総

合
支
所
健
康
福
祉
課
（
☎
82
・
１

６
２
９
）
／
相
馬
総
合
支
所
健
康

福
祉
課
（
☎
84
・
２
１
１
１
、
内

線
８
３
３
）

●弘前市役所

　　☎３５・１１１１

●岩木庁舎

　　☎８２・３１１１

●相馬庁舎

　　☎８４・２１１１

　

平
成
19
年
度
か
ら
、
国

保
保
険
料
医
療
分
の
限
度
額

が
、
こ
れ
ま
で
の
53
万
円
か

ら
３
万
円
引
き
上
げ
ら
れ
、

56
万
円
と
な
り
ま
す
。

　

国
保
保
険
料
医
療
分
の
額

は
、
加
入
者
の
前
年
の
所
得

に
応
じ
た
割
合
で
算
出
す
る

「
所
得
割
額
」、
加
入
者
１
人

当
た
り
の
「
均
等
割
額
」、

１
世
帯
当
た
り
の
「
平
等
割

額
」
の
合
計
額
で
す
。
こ
の

合
計
額
が
56
万
円
を
超
え
た

場
合
は
、
56
万
円
が
年
間
の

国
保
保
険
料
医
療
分
の
額
と

な
り
ま
す
。

　

国
保
保
険
料
の
納
入
通
知

書
は
７
月
中
旬
に
発
送
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

確
認
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、

国
保
年
金
課
国
保
保
険
料
係

（
☎
内
線
２
１
０
）
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　今年度、新たな国庫補助事業として、果樹経営支援対策事業が実施されます。これは、りんご等果樹の
生産性向上を目的に、改植などを行おうとする人に対して一定の要件の下に補助金を交付するものです。
実施希望者を把握するため調査を行いますので、下表を参考に、４月 23日までに申し込んでください。
▽問い合わせ・申込先　市内各農協、市りんご農産課りんご係（岩木庁舎内、☎ 82・1636）

事業内容
（実施期間：平成 19～ 22 年度）

補助率（※２） 主な採択基準 事業主体

１　優良品目・品種への転換（※１）
（１）改植
　①りんごからりんご（わい化）
　②りんごからりんご（普通樹）
　③その他果樹
（２）高接ぎ（すべての果樹）

定額（32万 /10a）
定額（16万 /10a）
補助率 1/2
補助率 1/2

２a 以上

　産地計画において担い手
と定められた農業者（※３）
　ただし、担い手へ１年以
内に集積する園地で改植ま
たは高接ぎを実施する場合
は、産地計画に参画してい
る農業者も対象

２　小規模園地整備（すべての果樹）
　園内道、傾斜の緩和、土層改良

補助率 1/2 土層改良２a 以上、
これ以外は 10a 以上

３　条件不利園地の廃園
　①りんご（わい化含む）
　③その他果樹

定額（８万 /10a）
補助率 1/2

２a 以上で、廃園面
積と同等以上の別な
園地を地域の担い手
へ集積すること

　産地計画に参画している
農業者

（※１）同一品種への転換は補助対象外であるが、りんごを普通樹からわい化へ転換する場合に限り、同
　　　　一品種への転換でも補助対象となる。
（※２）定額については、予定額であることに留意。
（※３）産地構造改革計画における担い手とは、①認定農業者　②農業所得が主で、主に農業に従事して
　　　　いる60代までの人を中心に産地が実情を踏まえて担い手と位置づけた人

果樹農家の皆さんへ果樹農家の皆さんへ ～果樹経営支援対策事業～

■
国
民
健
康
保
険
料
■

弘前写真館弘前写真館弘前写真館弘前写真館
 
まちの話題

　市では、市民の皆さんに、日本一のりんご産地

であることを誇りに持ってもらい、りんごの地元

消費の拡大を図るために、条例で毎月５日を「り

んごを食べる日」と定めました。条例制定後初の

５日、「りんごの会」（会長、相馬 一市長）から

弘前市小学校長会を通じて新入学児童へ「弘前り

んご下敷き」の贈呈が行われました。

　市長室で行われた贈呈式の後は、早速りんごを

食べながら懇談。相馬市長は「健康のため、美容

のために、皆さんもぜひりんごを食べましょう」

とＰＲしていました。

毎月５日は「りんごを食べる日」  …４月５日

市内の各小・中学校で入学式　…４月６日

　４月６日、市内の各小・中学校で入学式が行

われ、新しい学校生活への期待に胸をふくらま

せた新入学児童や生徒が笑顔で登校しました。

　平成 19年度の公立小・中学校の新入学児童・
生徒数は約 3,300 人。このうち常盤野小・中学
校（常盤野字湯の沢）には小学生３人、中学生

５人の８人が入学。入学式では新入生が「常盤

野小・中学校の児童生徒として自覚と誇りを持

ち、一生懸命がんばります」と誓いのことばを

述べました。

　また、式終了後には児童生徒会による新入生

を迎える会が行われ、上級生が「分からないことがあったら何でも聞いてください。これからいっし

ょに楽しい学校生活を送りましょう」と歓迎しました。

　ＪＲ五能線を走っているクルージングトレイン

「リゾートしらかみ」の開業 10周年を記念し、ＪＲ
弘前駅で出発式が行われました。リゾートしらかみ

は平成９年に「青池」が編成され、現在では「橅」「く
まげら」も運行されています。昨年は利用者が１年

間で 10 万人を突破するなど人気の観光列車となり
ました。テープカットの後、津軽三味線が鳴り響く

中、３番ホームからリゾートしらかみは秋田に向け

出発。皆さんもリゾートしらかみで夕日の西海岸へ

行ってみませんか。

「リゾートしらかみ」開業10周年出発式  …４月１日
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